
化石95号 記　事

− 52 −

凹凸型という風変わりな語句をタイトルに用いた本書は，
著者が学部3年次にスタートさせた進化古生物学者への歩み
が綴られた研究体験記である．著者は，学部時代から精力的
に気仙沼地域の古生界の地質調査を行い，そこから産するさ
まざまな腕足動物化石についての理解を深めた．修士課程で
は，凹凸型の殻形態をもつ古生代腕足動物を研究対象として，
機能形態学を駆使して古生態復元に挑んだ．さらに博士課程
では新たに流体シミュレーションを導入し，殻内の循環水流
の機能について定量的な議論展開を図った．学位取得後はこ
れまでに培った視点と手法を自在に組み合わせ，生物の進化・
適応にさらに迫ってゆく．このように研究能力を着実にステッ
プアップさせながら，成果も着実に積み上げてゆく様子が第
1章から第6章中盤にかけて生き生きと描写されている．研究
体験記と聞くと堅苦しいイメージを抱いてしまうが，本書は
例外で，軽妙さや爽快感を感じさせながら最後まで一気に読
ませてしまう．これは，難解になりがちな研究成果を努めて
平易な文体で解説している著者の工夫に負うところが大きい．
また，本文の随所に適切な例を用いて原理や数式の意味を直
感的に伝えることによって，読者が読解に費やすエネルギー
を大分抑えた点は特筆される．さらに，研究遂行にまつわる
模索，失敗を笑いに代えて文中に組み込むことで，読み手が
無意識に一息入れながら読み進めることが出来る．

第6章終盤のエピローグは，表現自体は若干抑えぎみだが，
著者自らの信条が色濃く反映されている重要な部分である．
地球科学や古生物に関心の深い読者は，著者の信条に対して
さまざまな感想を抱くであろう．一方で，専門外の方は，「古
生物学ってこんな点に眼をつけて研究しているのか！」とい
う新鮮な驚きを感じるのではなかろうか．本書は，これまで
の古生物学に対する一般的なイメージとその実態とのギャッ
プを埋めることに大いに寄与するだろう．

最後に，著者の元指導教員としての立場から個人的な感想
を述べることをお許しいただきたい．評者が最も印象深かっ
た点は，学部・修士課程のくだりで度々仄めかしている著者
の化石に対する渇望の思いである（例えば第1章，p.7など）．
評者が知る限り，研究を始めた当初は，著者はお世辞にも
フィールドで化石を見つけるのが得意とは言えず，それが著
者自身の大きな悩みの一つであったように思う．本書では，
試行錯誤を繰り返しながらも順調に研究能力を開発してきた
様子が描かれているが，実は著者が最も苦労したのは，研究
の出発点である化石発見能力の獲得であったのではなかろう
か．化石発見能力というと，センス／勘／運という不確定要
素と思われがちだが，実は古生物学者の命綱である．研究開
始からおよそ10年をかけて，さまざまな調査を体験し，そこ
から科学的必然性を見出す努力を重ねることで，著者の化石
発見能力は最近では評者に敗北感を与えるほどの高いレベル

に達している．
また，第1章から第5章に書かれているように，節目ごと

に研究スタイルを一新し，そのつど一から研究を組み上げて
きた著者の歩みには，研究能力の自己開発という著者に備わ
る資質が遺憾なく発揮されているように思える．個人的に本
書で最も気に入っているのは，「椎野君，学問とは気合いだよ」
という力学分野の専門家の励まし言葉が出てくる場面であり，
著者が博士課程で流体シミュレーションに挑戦してゆく後押
しとなった瞬間が活写されている（第4章，p.179）．残念な
がらこのような資質を持ち合わせない評者は，未知の学問分
野に挑むことに逡巡しがちである．

古生物学など自然史系分野は，何をどのように研究するの
か，そして研究結果にはどんな意義があるのか？と問われ続
けている．本書は「自然科学で重要なのは，いま眼にしてい
る自然界の事象に潜む必然性をまず見出すことにあるのだ」
というひとつの回答を示していると思う．著者と年齢層が近
いという点でも，自然史系，特に古生物学を志す若い学生諸
君には，ぜひこの本を読んでもらいたい．また，著者が今後
さらなる自己能力の開発を行い，その過程や研究上の逸話を
別の機会で再び披露してくれることを大いに期待したい．

鈴木雄太郎

日時：2014年1月23日（木）13：30～18：20
場所：兵庫県立人と自然の博物館，博物館本館4F「実習室」
出席：大路会長，天野，安藤，遠藤，平山，入月，井龍，北

村，北里，小林，近藤，前田，間嶋，中島，奈良，西，
佐々木，佐藤，生形，矢島，原田（事務局）

欠席：加瀬（→間嶋），甲能（→平山），真鍋（→佐藤），松岡
（→近藤），冨田（→大路）

書記：土屋，大橋（藤原代理）

報告事項
常務委員会報告（北村）

会長（大路）
1．2014年の地球惑星科学連合大会は，横浜国際会議場で4月

28日～5月2日に開催．セッション提案の受付が開始され
た（2013年9月2日（月）～10月24日（木）17：00）．なお，
12月と5月に行う学協会会議の開催は学協会会長に任命さ
れた古生物学会会長が行う．

2．学術会議（特に地球科学委員会大学教育分科会からの参
照基準）について，地球科学委員会大学教育分科会におい
て，パブリックコメントを反映させた参照基準案（ver. 7）
が完成し，「地球生命科学」の部分について大幅に追加・書
き換え中である．

3．古生物のデータベース（アメリカ，オーストラリア，ド
イツにサーバーを持つ）として最大の“Paleobiolgy 
Database”については，引き続き情報を収集することとし
た．

4．静岡県清水区「自然学習資料センター」に保管されてい
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る学会図書の現状，整理状況および，学会図書が移転する
旧静岡南高校（2014年度に自然史博物館施設となる予定）
を現地視察し，状況を報告した．

庶務（北村）
1．前期限りで評議員を定年になった3名（小笠原憲四郎君，

棚部一成君，植村和彦君）に特別感謝状を郵送した．
2．本学会後援の第26回国際鳥類学会会議（IOC2014）のHP

を日本古生物学会のHPにリンクさせた．
3．古生物学会メーリングリストpsj-councillors（評議員），psj-

standing（常務委員）の管理は「さくらインターネット」を
利用することになった．

4．常務委員（井龍君，中島君）と幹事（高桑君，土屋君）に
委嘱状を送付した．

5．学研メディカル秀潤社からOkamoto, T. (1989) Tansactions 
and Proceedings of the Paleontological Society of Japan, New 
Series, no. 154, 117‒139のFig. 14, 1‒7，岡本　隆（1984）
の化石，No. 36, 37‒51の図3，岡本　隆・朝見幸司（2002）
の化石，No. 71, 1‒18の図3A, Bの転載許可願い（転載先：
掲載書籍：『こんどうしげるの生命科学の明日はどっちだ⁉

（仮題）（2013年9月　発売予定）』があり，これを許可した．
6．日本地球惑星科学連合に会長変更を通知した．
7．文部科学省研究振興局に会長変更を通知した．
8．日本学術会議に会長変更を通知した．
9．日本地球惑星科学連合から学会選出プログラム委員選出

の問い合わせがあり，本山功君とロバート・ジェンキンズ
君に委員をお願いすることとした．

10．Elsevier Ltd.からKuroda & Ohkouchi (2006) Paleontological 
Research 10, 345–358のFigure 1の転載許可願い（転載先：
Treatise on Geochemistry, second edition）があり，これを
許可した．

11．静岡県に寄託した学会図書の突き合わせ作業の実施状況
が報告された．

12．学会寄託図書の突き合わせ作業に際して，静岡大学の学
生8名をアルバイトとして雇用し，157,250円を支払った．

13．学術著作権協会から権利委託者現況調査の依頼があり，
対応した．

14．大学病院医療情報ネットワーク（UMIN）に会長変更を
通知した．

15．国立国会図書館から，日本古生物学会年会講演予稿集と
日本古生物学会例会講演予稿集のオンライン資料収集制度

（平成25年7月1日から改正国立国会図書館法に基づき，学
会を始めとする私人がインターネット上で出版（公開）し
た電子書籍，電子雑誌等（「オンライン資料」と称する）の
うち，無償かつDRM（技術的制限手段）のないものについ
て納入いただく，「オンライン資料収集制度」を開始）への
登録の依頼があり，登録の手続きを行った．

16．分類学会連合の担当に佐々木猛智君を選出した．
17．幹事を次のように選出した（敬称略）．庶務幹事：藤原

慎一（名古屋大学博物館）．行事幹事：樽　創（神奈川県立
生命の星・地球博物館），河潟俊吾（横浜国立大学）．企画・
広報幹事：ロバート・ジェンキンズ（金沢大学）．欧文誌幹
事：鈴木紀毅（東北大学）・和仁良二（横浜国立大学）・高
桑祐司（群馬県立自然史博物館）．「化石」編集幹事：佐藤
慎一（東北大学）．友の会幹事：大橋智之（北九州市立自然
史・歴史博物館），奥村よほ子（佐野市葛生化石館）．会員
幹事：当面置かないこととした．

18．現行の学会HPは文字が小さいこと，情報のリンクを探
しにくいことなどの，デザインや階層構造，コンテンツな
どの問題があるため，来年度中にリニューアルを行うこと
を承認した．リニューアルは外注することとし，その費用
10～20万円を承認した．

19．委嘱状の依頼があった幹事（樽　創君）に委嘱状を送付
した．

20．出版社著作権管理機構から著作権使用料として，21,000
円の分配があるとの報告があった．12月中に入金予定．

21．安藤寿男君から，地質科学国際研究計画（IGCP）608の
共催の依頼があり，これを承認した．

22．次の3校から日本古生物学会例会における高校生ポスター
セッションへの派遣状の作成依頼があり，これを承認した．
1）沖縄県立真

ま

和
わ

志
し

高等学校，2）茗渓学園中学校・高等学
校，3）海城中学校・高等学校

23．第163回例会（兵庫）のプログラム・予稿集印刷・発送
については，予稿集印刷は杏林舎が行う．コストダウンの
ため，薄手の表紙を使用し，カメラレディーかつモノクロ
印刷することとした．再度見積りを行い，メールで報告す
ることとした．プログラムは1200部，予稿集は400部用意
する．高校生ポスターセッション参加校へは個別にプログ
ラムをメールで送付した．

24．第163回例会（兵庫）の高校生ポスターセッション関係
者の参加費は無料（予稿集は有償）とすることとし，参加
校に連絡することとした． 

25．事務局での休日対応を避けるため，2014年年会の締切を
2014年4月24日（木）に変更し，変更内容をPR Vol. 18, 
no. 1に掲載することとした．

26．電子媒体のある図書については，今後紙媒体不要の通知
を送付元に送ることとした．

27．地球惑星科学連合大会ジオパークセッションから，本学
会からコンビーナ候補者を出すよう要請があり，審議した
結果，要請を見送ることとした．

会計（佐藤）
1．事務局職員の雇用保険料として，11,016円をUniBioに支

払った．
2．動物命名法国際信託へ500ポンド（約8万円）の寄付を予

定していたが，信託側で寄付金受入の事務的な準備ができ
てないので，寄付を先送りする．

行事（佐々木）
1．2013年熊本年会の報告：参加費内訳（参加者279名）

625,000円．予稿集販売内訳（15,000円），例会開催費補助
金（354,400円），支出合計（385,936円），学会への返納額

（604,174円）であった．
2．今後の行事予定

第163回例会：兵庫県立人と自然の博物館（2014年1月24
日（金）～26日（日））
2014年年会・総会：九州大学（2014年6月27日（金）～29
日（日））．第3回常務委員会で，詳細を検討し，評議員会へ
報告することとした．
第164回例会：豊橋市自然史博物館（検討中）2015年1月

（第2回評議員会で開催地を決定）
3．兵庫例会の準備状況

日程：2014年1月24日（金）シンポジウム・懇親会
2014年1月25日（土）口頭発表・ポスター発表・夜間小集会
2014年1月26日（日）口頭発表

4．豊橋例会の準備状況：豊橋市の経費の概算要求を検討し
ている．普及講演会を開催する場合は，行事係から科研費
研究成果公開促進費を申請する予定である．

5．第163回例会におけるシンポジウム・普及講演会に関する
科研費「研究成果公開発表（B）」の申請を行った．

6．2015年年会・総会の開催地として早稲田大学と福井県立
恐竜博物館から申し込みがあった．

7．第163回例会の準備状況：口頭54件，ポスター39件，一
般講演合計93件の申込みがあった．高校生ポスター6件の
申し込みがあった．
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8．第163回例会シンポジウム「古生代化石研究の最前線」の
趣旨の文章を検討し，承諾した．

企画・広報（中島）
1．第163回兵庫例会の講演要旨投稿時より運用するオンライ

ン投稿システム（ダイナックス社）の概要について報告し
た．会費未納者の投稿が可能とすること，講演要旨を確認
できるように，投稿システムを変更することとした．

2．高校生ポスターセッションの募集要領に，「発表内容は，す
でに発表したことがあるものと同一のものは受け付けない
が，追加のデータや新しい解釈があれば，発表は可能であ
ること．キーワードとして，古生物（現生生物も含む）の
進化や生態・層序・堆積・環境・古環境等に関する内容で
ある必要があること」を追加することとした．

3．年会・例会のオンライン講演申込みシステム運用（ダイ
ナックス社）を開始した．システム構築料金は230,000円

（税込241,500円）．
4．プログラム予稿集作成のウェブ入力の際に以下のトラブ

ルがあり，対応した．1）オンライン登録の入力確認画面で
文字化けが生じる（元データは不具合なし），2）発表者名
と所属機関にズレが生じる，3）句読点の全角・半角が誤変
換，4）共著者の訂正をする場合，最初から登録をやり直す
必要がある，5）登録確認メールでの文字化け．

5．第163回例会の高校生ポスターセッションに関西圏の高校
地学研究会およびSSH高校に案内を出した．

友の会（中島）
1．第163回例会（兵庫）にて第三回友の会イベント「ひとは

く恐竜ラボ」でのラボツアーを予定（14/01/26，13：00～）．
担当：奥村よほ子君・三枝春生君・池田忠広君．

2．友の会会員数の全体的な増加を報告した（既存会員101名，
入会者48名，退会者21名，計128名）．入会動機は，HP，
パンフレットの順である．高齢者会員の退会や小学生会員
の短期での退会が目立つことが報告された．

渉外・電子ジャーナル（真鍋）
1．UniBio加盟誌など13誌で，多様な分野のジャーナルの国

際発信力強化のため，5年間の科学研究費補助金を申請し
た．オープンアクセスの部分的な試行等の経費が補助され
る予定．

2．PR電子版編集に関わる人件費は，近日UniBioより入金予
定．

3．UniBioの予算からPRの論文が引用された場合，これを著
者に通知するサービスが機能していることを確認した．

学会図書（遠藤）
1．資料の送付先を自然史科学研究所から事務局へ変更した

が，未だに自然史科学研究所へ資料が送付されている．誤
送された段ボール2箱分の資料は事務局へ送付した．今後，
送付先住所の変更がなされていない機関を個別に確認し対
応する．

2．静岡県清水区「自然学習資料センター」に保管されてい
る学会図書の現状，整理状況および，学会図書が移転する
旧静岡南高校（2014年度に自然史博物館施設となる予定）
を現地視察し，状況を報告した．

事務局（原田）
1．UniBioより，2012年度年間購読料として，964,421円の振

込みを確認した．
2．常務委員の引き継ぎに係る交通費を支払った．
3．Paleontological Research Vol. 17, no. 4および，化石94号

を同封して発送した．
4 ． Society for Integrative and Comparative Biology 年 会
（Austin：14/01/04～）におけるPR誌の広報活動のため，
UniBioの担当者へPR17号各巻2部ずつを提供した．

5．事務局のプリンターのメンテナンスを行うこととした．

会員の入退会報告および会費割引申請の審査報告（西）
1．前回の評議員会（2013年6月27日）以降，入会18名（笠

島宗憲君，高橋 唯君，加藤ひかる君，河村　愛君，渡邊絵
美君，竹本真佑里君，石川浩平君，津田龍一君，平本　潤
君，森　浩嗣君，武川　愛君，安里開士君，久保貴志君，
河合巧幾君，Felix G. Marx君，中谷大輔君，渡邊嵩大君，
小沼拓也君），退会7名（橋本一雄君，佐々木政紀君，高橋
麻衣君，中村勇洋君，吉岡由紀君，鈴木　茂君，渡邊其久
男君），逝去2名（的場保望君，湯浅誠二君）があった．2014
年1月23日現在の会員数は1,053名（前回評議員会比＋18
名）である．

2．前回の評議員会（2013年6月27日）以降9名の会員（波
田重熙君，加藤ひかる君，河村　愛君，竹本真佑里君，渡
邊絵美君，石川浩平君，平本　潤君，安里開士君，渡邊嵩
大君）の資格変更が完了した．

3．学会費の滞納者のリストを報告し，注意を喚起するよう
依頼した．

編集状況報告
欧文誌（井龍・生形）
1．8月4日に東北大学で引き継ぎを行った．
2．鈴木紀毅君（東北大），和仁良二君（横浜国大），髙桒祐

司君（群馬県博）を幹事に選んだ．
3．出版・編集状況
・Vol. 17, no. 3,Vol. 17, no. 4,Vol. 18, no. 1を発刊した．
・1月23日現在のPR編集状況は，受理9編，決済待1件，修

正中13件，査読中5件，受付2件．2013年の総投稿数は42
件．Vol. 18, no. 2の原稿まで確保されている．

4．高解像度の画像の送り先を変更した（「A Guide for 
Preparing Manuscript」のReferencesの追加で対応）．

5．International Chronostratigaraphic Guideの遵守について，
2012年版に準拠し，例を明示することとした．

6．Vol. 18, no. 1から，doi番号を「古生物学会固有番号
（10.2517）/“出版年4桁＋PR＋原稿番号3桁”」に変更した
（例：10.2517/2014PR001）．

7．投稿論文の編集過程に関して著者より照会・抗議を受け
たため，これに対応した．

8．“A GUIDEFOR PREPARING MANUSCRIPTS”に以下の
改訂を加えた．
1）改訂の日付（December 10, 2013），2）編集長交代に伴
うCD送付先変更，3）カラーチャージの明記，4）引用文
献リストの追加・変更（特殊な人名，DSDP関係出版物の
書き方），5）国内の地名の英語表記法（原則としてダイア
クリティカルマーク（長音記号等）を使用しない．次の一
文を追加した：“Diacritical marks should be used for Japanese 
geographic names unless the editors find them necessary to 
avoid confusion.”），6）編者不在かつ複数著者のChapter in 
a bookの引用例（Akiba, 1986）を追加．Akiba, F., 1986:  
Middle Miocene to Quaternary diatom biostratigraphy in the 
Nankai Trough and Japan Trench, and modified lower 
Miocene through Quaternary diatom zones for middle-to-high 
latitudes of the North Pacific. In, Kagami, H., Karig, D. E., 
Coulbourn, W. T. et al., Initial Reports of the Deep Sea 
Drilling Project, vol. 87, p. 393–481. U. S. Government 
Printing Office, Washington, DC.

9．投稿数・論文の質・インパクトファクターを伸ばすため
の一環として，PRの宣伝チラシを兵庫例会会場で配布す
る．

化石（前田）
1．8月19日に静岡大学で引き継ぎを行った．
2．編集委員を佐藤慎一君，上松佐知子君，川辺文久君，佐
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藤たまき君，須藤　斎君，辻野　匠君，生形貴男君，矢島
道子君とした．

3．94号は，口絵1編，論説2編，解説1編，追悼文3件で出
版した．

4．95号を3月末日に出版予定である．口絵（依頼済み），論
説2編，書評1編（受理），追悼文1件，友の会1編（依頼
済み）を収録．

5．95号収録分よりも後の投稿状況は，総説1編，解説1編，
論説1編が査読中．

特別号（井龍）
1．PR Supplementへの投稿があり，編集を開始した．出版は

来年度の予定である．

連合・学術会議報告
地球惑星科学連合（大路）
1．日本地球惑星科学連合第9回学協会長会議が2013年10月

18日に開催され，出席した．
2．JpGU25周年記念フェロー制度が創設される．
3．25周年記念事業の実施計画として，2014年連合大会で記

念式典，2015年連合大会で国際式典および国際シンポジウ
ムが開催される予定．

4．日本地質学会が中心となり，2015年連合大会でGeological 
Society of AmericaとのJoint Meetingの開催が計画されて
いる．

5．JpGUのオープンアクセスのジャーナルが発刊される．
6．地球惑星科学連合大会は2014年4月28日〜5月2日にパシ

フィコ横浜で開催される．
7．12月と5月に行う学協会会議の開催は学協会会長に任命さ

れた古生物学会会長が行う．
学術会議（北里）
1．第22期日本学術会議では，北里　洋君が会員，大路樹生

君，西田治文君，真鍋　真君，平　朝彦君，西　弘嗣君が
連携会員となっている．北里　洋君，大路樹生君，西田治
文君，真鍋　真君は2014年9月までの22期の任期である．

2．大型計画マスタープランの改訂が進んでおり，古生物学
会が関わるものが次の3件である．1）自然史科学のイノ
ベーションを目指す国立自然史博物館の設立（統合生物学
委員会），2）フルデプス有人潜水調査船開発と超深海海溝
生命圏探査計画（統合工学委員会），3）掘削科学を用いた
全地球システムの解明（地球惑星科学委員会）．

3．学協会との連携に関連して次の3件を進めている．1）夢
ロードマップのバージョンアップ，2）国際的な学術成果発
信のプラットフォームの強化としてオープンアクセスジャー
ナルの支援，3）大学教育の分野別質保証としての参照基準
策定．

4．学術会議の機能強化として，会員・連携会員の推薦が重
要となる．

5．古生物学関係の分科会・小委員会として，1）自然史・古
生物分科会，2）自然史標本の文化財化分科会，3）IPA小
委員会，4）ICS小委員会が活動している．

6．学術会議（特に地球科学委員会大学教育分科会からの参
照基準）について，地球科学委員会大学教育分科会におい
て，パブリックコメントを反映させた参照基準案（ver. 7）
が完成し，「地球生命科学」の部分について大幅に追加・書
き換え中である．

自然史学会連合（佐々木）
1．2013年度自然史科学連合講演会「みる！きく！さわる！

博物館～五感で感じる生物多様性～」が7月28日に沖縄県
立博物館・美術館で開催された．

2．2013年度自然史科学連合総会が2013年12月14日に東京
大学で開催された．

3．2014年公開講演会は11月23日に茨城県自然博物館で開催
される．

4．自然史学会連合が発行を計画している図書は誠文堂出新
光社から発刊され，古生物学会からは伊左治鎭司君が担当
する．

分類学会連合（佐々木）
1．第13回日本分類学連合総会およびシンポジウム「生物多

様性条約と名古屋議定書が分類学研究分野へ与えるインパ
クト～とくに国内措置について～」が2014年1月11日に国
立科学博物館上野本館で開催された．

2．来年のシンポジウムは2015年1月10日に開催予定である．

各種委員会報告
将来計画委員会（大路）
1．将来計画委員会のメンバーを次の10名に決定した．中島　

礼委員長，藤原慎一君，ロバート・ジェンキンズ君，川辺
文久君，小林快次君，野牧秀隆君，大橋智之君，奥村よほ
子君，佐藤たまき君，高桒祐司君．

2．2014年1月24日に第一回将来計画委員会を開催する．
被災博物館レスキュー委員会（真鍋）
1．永広昌之君が8月下旬に陸前高田市立博物館で古生代軟体

動物化石の同定・リストの修正などの作業を行った．これ
までに古生代軟体動物化石は363点がレスキューされ，う
ち92点については，分類などのデータをエクセルファイル
上で加筆修正を行った．また，今回新たに1点の標本が追
加された．364点のうち震災前の標本番号が復元できたも
のは，54点である．

その他
1．安藤寿男君から第1回国際研究集会の開催報告（2013年

12月20‒27日　インド，ラクナウ）と第2回国際研究集会
の開催案内（2013年9月　早稲田大学）があった．

2．学会図書の有り様について
電子媒体のある図書については，今後紙媒体不要の通知を
送付元に送る．今後，廃校となった静岡県立静岡南高校の
旧校舎が改修され，ふじのくに地球環境史ミュージアム（仮
称）が同地に開設される予定に合わせて，学会図書をアル
ファベット順に梱包し，ミュージアムに開架する予定であ
る．梱包・開架の作業を北村晃寿君を中心に行う．また，
貸し出しや図書（重複図書を含む）の廃棄等を含めて常務
委員会で検討する．

審議事項
学術賞，論文賞，貢献賞の決定

学術賞，論文賞，貢献賞を以下のように決定した．
学術賞：佐々木猛智君「軟体動物の進化古生物学的研究」
論文賞：

Sato, K., Nakashima, R., Majima, R., Watanabe, H., and 
Sasaki, T. 2013. Shell microstructures of five recent 
solemyids from Japan (Mollusca: Bivalvia). Paleontological 
Research 17 (1): 69–90.

Kawabe, S., Shimokawa, T., Miki, H., Okamoto, T., Matsuda, 
S., Itou, T., Koie, H., Kitagawa, M., Sakai, T., Hosojima, 
M., and Endo, H. 2013. Relationship between brain volume 
and brain width in mammals and birds. Paleontological 
Research 17 (3): 282–293.

Iwatani, H., Irizuki, T., and Goto, T. 2011. Temporal changes 
of Plio–Pleistocene ostracoda from the Takanabe Formation, 
Miyazaki Group, southwest Japan. Paleontological Research 
15 (4): 269–289.
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貢献賞：林原自然科学博物館「古脊椎動物学の振興と普及へ
の貢献」

学会推薦の賞について
2014年度猿橋賞受賞候補者として，佐藤たまき君を推薦す

ることとした．
2014年年会・総会シンポジウム案について

2014年年会シンポジウム案「フィールド古生物学」（世話
人：前田晴良君，大路樹生君，御前明洋君）を承認した．
2014年年会・総会への開催資金援助申請について

九州大学年会・総会の開催経費について，開催実行委員会
からの資金援助金の申請（436,200円：内訳は，学生アルバイ
ト雇用費：299,200円，パソコン・レンタル費：107,000円，
消耗品費：30,000円）について審議し，承認した．
第164回例会の開催地について

第164回例会を豊橋市自然史博物館において，平成27年1
月30日（金）～2月1日（日）に開催することとした．シンポジ
ウム案を第4回常務委員会で検討し，第3回定例評議員会で
決定する．

第164回例会
開催地：豊橋市自然史博物館
開催日時：平成27年1月30日（金）～2月1日（日）
1月30日（金）午後：シンポジウム，夕方：懇親会
2月1日（土）終日：口頭発表・ポスター発表
2月2日（日）午前：口頭発表，午後：普及講演会　渡辺政隆

氏（筑波大学教授）
担当者：豊橋市自然史博物館　安井謙介氏

2015年年会・総会の開催地について
2015年年会・総会を2015年6月に開催する方向で検討して

おり，早稲田大学・福井県立恐竜博物館から立候補があった．
第3回定例評議員会にて開催地を決定する．
予稿集の印刷代について

投稿システムの変更に伴い，講演予稿集の印刷を杏林舎と
し，印刷費327,432円を杏林舎に支払うことを承認した．こ
の変更に伴い，印刷費用は減少する見込み．本予稿集の印刷
は，表紙をカラーとしたが，次回以降はグレースケール印刷
とする．
出版・編集規定の部分改訂について

日本古生物学会出版・編集規定第一条の1）を以下のよう
に改訂することを承認した．

現行：1）Pa1eonto1ogical Researchは，年4回定期的に刊
行する欧文誌で，会員より投稿の古生物学に関する英文に
よる原著論文，総説，短報，ならびに本会記事を掲載する．
なお，年1回以内Supplementを出版することができる．
改訂案：1）Pa1eonto1ogical Researchは，年4回定期的に
刊行する欧文誌で，古生物学に関する英文による原著論文，
総説，ならびに短報を掲載する．なお，年 1 回以内
Supplementを出版することができる．

PR投稿規定の部分改訂について
1．「A．投稿規定1．原稿の種類」を以下のように改訂するこ

とを承認した．
現行：論文原稿は図・表等を含めて5印刷ぺ一ジ以上の原
著論文（Articles）および総説（Review）と，4印刷ぺ一ジ
以内の短報（Short notes）とする．
改訂案：論文原稿は図・表等を含めて3印刷ぺ一ジ以上の
原著論文（Articles）および総説（Review）と，2印刷ぺ一
ジ以内の短報（Short notes）とする．

2．「B．著者への指針」の前文を以下のように改訂することを
承認した．
現行：次に掲げる「著者への指針」は，より充実した質の
高い論文をPaleontological Researchになるべく数多く速や
かに掲載し，かつ編集・出版業務を円滑に進めるための投

稿著者に対する案内あるいは勧告である．従って，著者の
論文作成を強く拘束する性質のものではないが，その趣旨
を十分に尊重して遵守され，原稿を作成するよう希望する．
改訂案：「A Guide for Preparing Manuscripts」及び次に掲
げる「著者への指針」は，より充実した質の高い論文を
Paleontological Researchになるべく数多く速やかに掲載し，
かつ編集・出版業務を円滑に進めるためのものである．従っ
て，その趣旨を十分に尊重し，両指針を遵守した上で，原
稿を作成すること．
理由：現行の前文では，「著者への指針」の遵守が任意であ
ることが殊更に明記されており，これに投稿規定の機能を
負わせて運用している現状にそぐわない．国際誌に相応し
い体裁を維持するためには，これを単なる指針ではなく規
定として位置づけるのが望ましい．また，現行では英文の

「A Guide for Preparing Manuscripts」が規定によって位置
づけられていないので，これに明確な地位を与える必要が
ある．

PR受理原稿の早期公開について
PR掲載論文の被引用機会を増やすために，受理された未出

版論文にDOIを付けた上で組版する前の原稿を学会HP上で
公開することを承認した．ただし，学名の命名上の問題を避
けるために，新分類群の原記載を含む論文は対象外とする．
また，公開は，著者の希望の有無を問いあわせた上で判断す
ることとした．なお，BioOneとの関係上で問題が生じないこ
とは確認済みである．受理原稿は，完全にオープンアクセス
とするが，出版されたものについては，受理原稿を削除する．
PR18−3から実施する予定．
PR掲載論文日本語要旨のHPでの公開について

PR掲載論文の内容を国内に宣伝するため，PR18‒1から各
論文の日本語要旨を掲載することを承認した．日本人著者が
含まれている論文はその著者に，それ以外の場合は，著者の
承諾を取り，副編集長に邦訳を依頼する．「化石」の友の会
コーナーに掲載している解説記事との棲み分けについて配慮
する必要がある．

「化石」投稿規定部分改訂案
「化石」編集長の変更に伴って，原稿の送付先についての

「化石」投稿規定の部分改訂を行うことを承認した．送付先
は，以下の通り．

〒812‒8581
福岡市東区箱崎6‒10‒1
九州大学総合研究博物館内
日本古生物学会「化石」編集長　前田晴良

会費支払方法の変更
会費回収率の向上および入金済みデータの確認，入金口座

の一元化を図るため，ゆうちょ払込票による支払を代金回収
システム「コンビニネット」（コンビニ支払のみ有効，支払い
有効期限あり）に切り替えることについて，初期費用および
使用料金とともに，承認した．本振り込み方法の変更は，2014
年4月から開始することとする．なお，郵便局の口座は継続
するため，ゆうちょ利用者のために，振込先情報を周知する
こととした．

初期費用：40,000円（会員バーコードを印刷＋入金管理の
ための専用ソフトの導入）
使用料金：年額約43,000円（内訳：月額使用料　16,500円

（支払い有効期限を2か月間としての利用を想定した場合）
×2＝33,000円，専用請求用紙代　年額10,000円（利用会
員数を年間1,000名以内として想定）．なお，一人あたりの
収納手数料120円は会員が負担する．

学会基金の使途計画について
不定期出版物刊行基金等の学会基金の使途計画について，

学会基金の具体的な使途計画の提案が次の通りあり，これを
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承認した．不定期出版物刊行基金（1,600,000円）・研究委員
会等助成基金（600,000円）・周年事業基金（8,003,520円）・
国際会議開催等助成基金（10,000,000円）．

不定期出版物刊行基金は，本年初旬に解約し，出版予定の
PR supplementに充当し，残金は，一般会計に組み込むこと
とした．また，研究委員会等助成基金の解約を承認するとと
もに，一般会計に組み込む不定期出版物刊行基金の残金とを
合わせて国際古生物学会議メンドーサ大会（IPC4）への若手
研究者支援の支出とすることを承認した．また，2035年開催
予定の学会100周年記念事業で使用予定の周年事業基金（施
設・備品使用料など：2,000,000円，記念グッズ作成費：
1,000,000円，招聘者旅費：2,000,000円，若手会員等への支
援：2,000,000，その他（編集費等）：1,000,000円）および，
国際会議開催等助成基金（現在招致活動中の国際古生物学会
議（IPC5，2018年9月開催予定）に関連して使用する予定）
については，使途計画通りに運用することを確認した．
IPC5招致

Executive committeeは，本招致委員会委員（遠藤一佳君，
佐藤たまき君，大路樹生君，西　弘嗣君，生形貴男君，中島　
礼君，對比地孝亘君，松岡　篤君，西田治文君，真鍋　真君）
および東京大学の磯崎行雄君とすることを承認した．

ICP5の開催候補地を「パシフィコ横浜」とし，2018年9月
16日〜9月21日の日程で招致活動を行うことを承認した．
IPC4での若手支援の募集人員

募集人員を5名とし，最大150万円の補助を行うこととし
た．
第163回例会におけるポスター賞選考委員の選出

小林君（委員長），天野君，大路君，中島君，佐藤君の5名
を選出した．
次回定例評議員会の日程について

2013・2014年度第3回定例評議員会を，2014年6月26日
（木）午後13：30から九州大学において開催することとした．
その他

オンラインの投稿システムについて，文字コードの問題な
どから，係の業務負担の軽減とはならなかったが，九州大学
開催時も本投稿システムを使用することとした．なお，本シ
ステムの問題点等を常務委員会で議論していく．

年会・例会時の写真撮影については，許可があれば撮影可
としていたが，企画広報の仕事としての必要性から，企画広
報担当者の撮影を承認した．本学会の企画広報業務として行っ
ていることを示す腕章等を掲示し，撮影を行うこととした．

本年中に出版予定のPR supplementの配布は無料とするが，
通常号と同封するなど，経費の軽減を行う．

日本古生物学会163回例会 
（1月 兵庫県立人と自然の博物館） 

優秀ポスター賞（順不同）
◦竹田裕介・棚部一成・Landman, Neil・佐々木猛智君

白亜紀後期北米内陸海におけるスカフィテス科アンモノイ
ド類の殻にみられる被食痕の解析

◦平田泰之・南　翔平・足立奈津子・江崎洋一君
和歌山県由良町地域に認められる厚歯二枚貝を産する特殊
な礁の特徴と形成様式

◦岡西政典・千徳明日香・藤田敏彦君
ツルクモヒトデ目（棘皮動物門，クモヒトデ綱）の分子系
統解析と骨片の形態に基づく新分類体系

受賞ポスター

優秀ポスター賞受賞者
左から千徳明日香君，岡西政典君，平田泰之君，大路樹生会長，竹
田裕介君，佐々木猛智君
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日本古生物学会163回例会（1月 兵庫県立人と自然の博物館） 
高校生ポスター賞

優秀賞
◦濱田幸典君（海城高等学校）

酸処理で得られた葛生地域微小腕足動物化石について

奨励賞（順不同）
◦高見慧一君（茗渓学園高等学校）

茨城県の更新統からのマヒトデ科ヒトデ印象化石の発見

和歌山県由良町地域に認められる厚歯二枚貝を産する特異な礁の特徴と形成様式

平田泰之 (Yasuyuki Hirata)1，南翔平 (Shohei Minami)2，足立奈津子 (Natsuko Adachi)1，江﨑洋一 (Yoichi Ezaki)3
1 鳴門教育大学大学院 (Naruto Univ. of Education)，2 JA全農 (JA Cooperatives)，3 大阪市立大学大学院・理 (Osaka City Univ.)

Characteristics and construction of the rudist-bearing reefs unique to the Yura area, Wakayama Prefecture

はじめに

調査地域

八尾（1985）を改変

由良町地域の鳥巣式石灰岩体

由良層の年代
ジュラ紀後期ティトン期～
白亜紀前期ベリアス期

（放散虫化石に基づく）

秩父南帯中紀層群由良層中
の鳥巣式石灰岩

　ジュラ紀後期から白亜紀末に，テチス地域を
中心に繁栄した，著しい不等殻で特異な形態を
もつ厚殻の二枚貝のグループ．異歯亜綱ヒップ
リテス目ヒップリテス上科を構成し，現世に近
縁種はいない．（１）巻貝状 ，（２）ほ乳類の角
を二つ繋げたような形態，（３）蓋付きのコップ
状 などの多様な形態を持つ．本研究の厚歯二枚
貝は，その初期に繁栄した，巻貝状の形態をも
つディセラス科に相当する．
　白亜紀後期には，蓋付きのコップ状形態をも
つ厚歯二枚貝（ ヒプッリテス科， ラディオリテ
ス科）が単独で密集生息する．そこでは被覆微
生物類は認められない．

まとめ
◆  厚歯二枚貝は，それ自身互いに，被覆・連結する特徴を備えていないた

       め，単独では礁を形成することはできない．しかし，被覆微生物類  （特
       に，Bacinella）が，厚歯二枚貝間を被覆・充填する役割を果たしたこと
       で，堅固な礁を形成することができた．
◆   堅固な枠組みを備えた「 厚歯二枚貝－微生物類礁 」の成立には，厚歯
       二枚貝が高密度で生息する環境（高エネルギーの浅海）に加え，被覆微
       生物類が繁栄可能な海洋環境（炭酸カルシウム濃度が時代特異的に過飽
       和）の存在が必要であった．
◆   ジュラ紀後期 ～ 白亜紀の生物礁の変遷を明らかにするだけでなく，初
       期の厚歯二枚貝の古生態を解明する上でも重要な情報を提供する．

厚歯二枚貝－微生物類礁の形成様式

露頭産状

厚歯二枚貝を産する礁の産状

厚歯二枚貝の各固体は，お互いに直接接触しておらず，被覆微生物類が，厚歯二枚貝周囲を被覆・充填する．
礁の枠組み間は，ウーイドや生砕質石灰岩で埋められている．

　スラブ 　薄片観察
20mm

厚歯二枚貝

上位

厚歯二枚貝は，円形から楕円形の形
態を示す．

厚歯二枚貝は，地層の上位方向に開い
たコップ状の形態を示す．

上位

2ｃｍ
厚歯二枚貝

縦断面

厚歯二枚貝（黄色部）の表面および個体間は被
覆微生物類（緑色部）によって占められる．

厚歯二枚貝を産する礁は，ウーイドやぺロイド状
粒子を含むパックストーン / グレインストーン上
にドーム状に発達する．厚歯二枚貝密集部から被
覆微生物類の密集部への遷移が顕著である．

厚歯二枚貝礁中には，層状層孔虫（a）や
枝状六射サンゴ（b）などとも共産する．

殻内部は，淘汰の良
いウ－イドパックス
トーンが充填する．

個体間を充填

Girvanella

1ｍｍ厚歯二枚貝

1ｍｍ

a
Bacinella

Bacinella，Girvanella は，厚歯二枚貝
の個体間を充填する役割を果たす．
Bacinella は特に量的にも重要である．

被覆微生物類
充填する

被覆微生物類
殻を直接被覆

厚歯二枚貝

b

1ｍｍ

Lithocodium

厚歯二枚貝の殻表面は，Lithocodium

や Ortonella が付着するが，それらの
占有面積は，量的には多くはない．

被覆
微生物類

1ｍｍ厚歯二枚貝

Ortonella

被覆微生物類とは
　Lithocodium, Bacinella など生物骨格を被覆するものの総称で，シアノバクテリアや有孔虫，多毛類，藻類，あるい
はそれらの複合に由来する．ジュラ紀生物礁の重要な構成要素の１つである．

不規則なミク
ライト質の網
構造で特徴づ
けられる．　

微細なチューブ
がドーム状に集
合することで特
徴づけられる．　

Lithocodium Bacinella Ortonella
内部に大きな
空洞があり外
壁には小孔が
発達する．

1ｍｍ1ｍｍ1ｍｍ
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断層

調査岩体

厚歯二枚貝の成長姿勢

P17

　上部ジュラ系～下部白亜系鳥巣式石灰岩から産出する礁は，層孔虫や六射サンゴ，
被覆微生物類によって形成されたことが知られている．和歌山県由良町地域に分布
する鳥巣式石灰岩の礁から，厚歯二枚貝の初期グループ（ディセラス科）が産出す
る．厚歯二枚貝は，白亜紀に大繁栄し，炭酸塩プラットフォーム上に高密度で生息
していた．しかし，それら白亜紀厚歯二枚貝は，礁を形成することはできなかった．
今回，由良町地域から産出する厚歯二枚貝類が，被覆微生物類とともに堅固な礁を
形成した事実とその様式が明らかとなった．
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Coniacian
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Cenomanian
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Hauterivian
Valanginian
Berriasian

Tithonian

Kimmeridgian

Oxfordian

1. Requineniidae
2. Diceratidae
3. Caprinidae
4. Monopleuridae + Caprotinidae
5. Plagioptychidae
6. Hippuritidae
7. Dictyoptychidae
8. Rdiolitidae
9. Ichthyosarcolitidae

10. Antillocaprinidae
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Steuber (2000) を改変

エッチング面

上
位

厚歯二枚貝

2ｃｍ

横断面

厚歯二枚貝

厚歯二枚貝とは

上
位

白亜紀厚歯二枚貝の群生の様子

造礁生物のなかで，
厚歯二枚貝が最も
多く，被覆微生物
類は副次的である．
被覆微生物類の中
では，Bacinella

が最も多い．

占有面積
厚歯二枚貝は，直径約２cm
の左殻が極端に大きい形態
を示す．ほとんどが合弁個
体であり，著しい破損は受
けていない．左殻には 1 本
の歯が，右殻には２本の歯
が認められる．

左殻

右殻

歯

歯

歯

厚歯二枚貝の形態的特徴
厚歯二枚貝

密集部

被覆微生物類
密集部

遷移

ラミナ状被覆微生物類

a

厚歯二枚貝

六射サンゴ

ｂ

層孔虫

厚歯二枚貝

被覆
微生物類

石灰泥

42％

32％

26％
上位

石灰泥

b
a

被覆微生物類

厚歯二枚貝

セメント
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厚歯二枚貝は，左殻を
底質に固着させた成長
姿勢で保存されている
ことが明らかになった．

これら一連の過程を繰り返した結
果として，堅固な枠組みを備えた，
「厚歯二枚貝－微生物類礁」が形成
された．

５厚歯二枚貝の表面に ,
まず， Lithocodium や
Ortonella が付着する．

主に Bacinella が，厚歯二枚貝
各個体間を被覆・充填し，厚歯
二枚貝同士を互いに連結させる．

ウーイドや生砕物が間欠的に流入し，厚歯
二枚貝殻内部や枠組み間に充填する．

厚歯二枚貝が順次上方へと固着
する．さらに，Step２，３の作用
を繰り返す．

２

３

４

被覆微生物類

Bacinella

ウーイド・生砕質粒子

厚歯二枚貝が其盤部（微生物起源の底質）
に固着する．

１ 厚歯二枚貝

生砕物・ウーイド
微生物
堆積物

　研究地域の石灰岩体は，層厚約 32m にわたり露出してい
る．周囲の地層との関係は露頭が欠如しており不明である．
厚歯二枚貝を産する礁は，中部に約 8m にわたり発達する

（柱状図の赤四角部）．多くの場合，厚歯二枚貝のみが密集す
るがドーム状，枝状の層孔虫や枝状の六射サンゴと共産する
場合もある．

厚歯二枚貝礁

1 
m
m

2 
m
m

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100<

腕が分岐しない 腕が分岐する

A
strodia

A
strocrius

A
strocharis

A
strotham

nus

O
phiocreas

A
strochele

A
strothorax

A
sterom

orpha

A
steroporpa

A
steroschem

a

A
steronyx

A
stroceras

A
strothrom

bus

A
strobrachion

A
stroclon

S
thenocephalus

G
orgonocephalus

A
strodendrum

T
richaster

A
strosierra

A
strochalcis

A
stroglym

m
a

C
onocladus

A
stroboa

E
uryale

A
strocladus

まとめ

5. 骨片形質の再評価

6. 腕の分岐の適応的意義

ツルクモヒトデ目の科レベルの分類体系が，1 新上科，1 新科，1 新亜科を含
む新しい分類体系に再構築された．
体内の骨片の微細構造が重要な分類形質であることが示された．
腕を分岐させた種が深海から浅海へと適応してきた事が示唆された．
本研究結果は，系統分類だけでなく，クモヒトデの骨片化石を用いた古生物学
的研究にも有用である．

今後の展望

d

100µm

西太平洋海域の 26 属の生息情報を整理した．
腕が先端だけ分岐する属

サキワレテヅルモヅル
撮影：美ら海水族館

特殊な環境に生息

Astrobrachion constrictum
@Scuba Equipment USA - Marine Species Gallery -
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本研究で得た分子系統樹を属ごとにまとめたもの星印（　）は腕の分岐を表す．

外群のクモヒトデ目は腕が分岐しない
→本目の祖先は腕が分岐していなかった．

腕の分岐は科レベ
ルでは多系統だが，
属レベルではまと
まっている．

旧分類体系

1. 分子系統解析

外群（クモヒトデ目）

1.00/100

Ophiopholis aculeata
Ophiomyxa anisacantha

Astrogymnotes irimurai
Asteronyx loveni

Astrodia tenuispina
Astrothamnus ehinaceus

Astrothrombus vecors
Astrothrombus rugosus

Astrothamnus chrysanthi
Astrocrius parens
Astrohamma tuberculatum

Astrotoma agassizii
Astrotoma drachi

Astrodendrum sagaminum
Gorgonocephalus pustulatus

Astrochlamys sol
Astrochele pacifica
Astrochele lymani

Gorgonocephalus eucnemis
Gorgonocephalus chilensis
Goegonocephalus tuberosus

Astrothorax misakiensis
Astrothorax waitei

Asteroporpa muricatopatella
Asteroporpa australienssi

Asteroporpa hadracantha
Asteroporpa reticulata

Astrodendrum sp.
Astrophyton muricatum

Astrphyton sp.
Conocladus australis

Astrosierra amblyconus
Astroboa arctos
Astroboa sp.

Astrocladus coniferus
Astrocladus sp.

Astroboa nuda
Astroboa nigrofurcata

Astroglymma sculpta
Astroboa globfera
Ophiocrene sp.

Squamophis amamiensis
Squamophis albozosteres

Squamophis lifouensis
Asteroschema oligactes

Asteroschema ajax
Asteroschema tumidum
Asteroschema horridum
Asteroschema edmondsoni

Asteroschema migrator
Asteroschema tubiferum

Asteroschema salix
Asteroschema cf. wrighti

Ophiocreas japonicus
Ophiocreas caudatus
Ophiocreas glutinosus
Ophiocreas sp.
Ophiocreas sibogae

Ophiocreas ambonesicus
Ophiocreas spinulosus

Astrobrachion constrictum
Astrobrachion adhaerens

Trichaster palmiferus
Trichaster acanthifer

Euryale aspera
Euryale sp.

Asteromorpha koehleri
Astroceras kermadensis

Asteromorpha rousseaui
Asteromorpha capensis

Sthenocephalus anopla
Astroceras nodosum

Astroceras spinigerum
Asterostegus tuberculatus
Asterostegus maini
Asterostegus sabineae

Astroceras sp.1 (Ogasawara)
Astroceras compar small
Astroceras cf. pergamenum
Astroceras pergamenum
Astroceras annulatum
Astroceras sp. 3 (Ogasawara)

Astroceras p;eiades
Astroceras sp. 2

Astrocharis monospinosa

0.98/-
0.98/-

-/-
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1.00/78

1.00/98
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1.00/89

1.00/92

1.00/-
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-/-
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0.99/84
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0.74/-
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1.00/-

1.00/97
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1.00/87

1.00/87

1.00/94

0.99/72

1.00/75

1.00/86

0.97/-
1.00/-

-/-
1.00/77

1.00/-

-/-
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1.00/100
腕が分岐する種を含む枝
従来の科の分類の境界線

④1.00/100

③1.00/100

⑦1.00/97

②1.00/98

①1.00/98

⑩1.00/97

⑥1.00/96

⑤1.00/100

⑨1.00/100

⑧1.00/100

結果①

材料と方法 33属 83 種の核（18S rRNA）とミトコンドリア（COI, 16S 
rRNA）領域の部分配列 2917 bpを解析（カバレージ 93%）．
外群はクモヒトデ目 3種．
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　～　：キヌガサモヅル科+テヅルモヅル科，タコクモヒトデ科+ユウレイモヅル科は単系統となった．
　～　：タコクモヒトデ科は 3つのクレードから成る側系統群となり，その他の 3科は単系統となった．
　～　：テヅルモヅル科は３つの細かいクレードに分かれた．

ツルクモヒトデ目の最尤法系統樹．枝上の数字は左がベイズ法 (400 万世代 : Mr. Bayse 3.1.2)
による事後確率，右が最尤法よるブートストラップ確率（1000 回 : RAxMLver. 7.2.8）を示す．
各科の系統位置に関する数値は白色で示した．

体内の骨片の微細構造が，科の系統を反映する安定
した分類形質であることを認めた．
クモヒトデの骨片は化石として頻出し，主要な分類
形質として用いられている (Thuy, 2013 など )．
本研究結果は，現生種の骨片の検討が，化石種の研
究においても重要であることを示唆する．

今後は，骨片の微細構造も考慮にしてクモヒトデ
の系統分類を行っていく必要がある．

クモヒトデ綱全体の系統分類を明らかにする．
化石腕骨に刻まれる年輪を検討し，様々な環境に
生息するクモヒトデを用いた古環境の復元を試みる．
クモヒトデの化石を見つけたら→(mokanishi@tezuru-mozuru.com)

各属の最浅出現深度のプロット図．
　　　腕が分岐しない属の最浅記録．
　　　腕が分岐する属の最深記録．

4. 新分類体系

①テヅルモヅル上科（新上科）

②ユウレイモヅル上科（新定義）
    ⑤ヒメモヅル科（新科）
    ⑥タコクモヒトデ科（新定義）
    ⑦ユウレイモヅル科（新定義）

③テヅルモヅル科
④キヌガサモヅル科

⑧テヅルモヅル亜科
⑨コブモヅル亜科（新亜科）
⑩フシモヅル亜科（新定義）

各クレードに上科，科，亜科を振り分けることで，1 新上科，
1 新科，1 新亜科を含む新分類体系が再構築された．

議論

議論

　腕の分岐は科レベルの分類形質に用いられていた
が (Döderlein, 1911)，実際には系統を反映しておら
ず，目内では派生的かつ多系統的にみられる．

水深 37 m 以浅に生息している種の腕は，
すべて分岐している．

現生クモヒトデの腕骨（左）と化石腕骨（右）

5 mm Stegophiura vivipara

k

☆
☆

☆

- ツルクモヒトデ目とは -

2. 形態形質の再査

ツルクモヒトデ目とは

材料
方法

a
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e

i

f

h

c

d

b

e

i

jf

a

a

g

k

100µm

d

h

1 cm
Astrothorax waitei

1 cm

Astrocyclus caecilia

タイプ標本：43 属 117 種（現生種の約 62%）
比較標本：約 2400 個体，57 属 159 種（現生種の約 90%）

体内の骨片の微細構造も含めた形態形質を，光学顕微鏡と
走査型電子顕微鏡によって観察した．

棘皮動物門クモヒトデ綱に属する海産無脊椎動物．
化石記録は新生代から産出が認められている．
成長に伴って変化しやすい外部形態が形質に用いら
れてきたため，系統分類が混乱している．
種によっては腕が分岐するが，その適応的な意義が
研究されたことはない．

a  ～   j   の 10 個の形態形質が系統を反映している事を認めた．
②
果
結

はじめに
ツルクモヒトデ目は世界中の深海に分布しており，深海生物の進化を考える上で
重要な分類群である．
本目は標本が得にくく，進化学的研究の基礎となる系統分類が混乱している．
本研究では，分子系統解析と骨片を含む形態形質の検討により，ツルクモヒトデ
目の科レベルの系統分類の再検討と，骨片形質の評価を行った．この知見を基に，
本目に特徴的に見られる腕の分岐の適応的意義の解明を試みた．

本目の祖先は腕が分岐しておらず，ソフトコーラルに絡んで生活していた．
目内で多系統的に派生した腕が分岐する種は，腕をメッシュ状に広げて　効率よく採餌
することで，ソフトコーラルに拠らない自由生活を送れるようになった．
さらに，夜行性 (Tsurnamal, 1966) によって捕食を回避することで，ウミシダ類のよう
に浅海へ進出できた (Meyer et al., 1978) と考えられる．

本目は腕の分岐によって深海から浅海へ適応できた！？　

腕が分岐しないグループは
ヤギなどに絡む付着性である．

浅海に生息する腕が分岐するグ
ループは，自由生活を行っており，
夜行性である．

議論

ツルクモヒトデ目（棘皮動物門，クモヒトデ綱）の分子系統解析と骨片の形態に基づく新分類体系
岡西政典・千徳明日香（京大・瀬戸臨海）・藤田敏彦（国立科博）

A new classification of the order Euryalida (Echinodermata, Ophiuroidea) based on molecular analysis and ossicle morphology
Masanori OKANISHI, Asuka SENTOKU (Kyoto University) and Toshihiko Fujita (National Museum of Nature and Science)

結果①+②

分子系統解析によって認められた各クレードの単系統性は
骨片形質を含む新旧の形質によって支持された．
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3. 形態 +分子

クレード

形質

ツルナガテヅルモヅル ?
撮影：JAMSTEC

Astrocharis monospinosa
Okanishi and Fujita, 2011 

P25

撮影：石田吉明

2

3 7

108

平田泰之君ほかポスター

岡西政典君ほかポスター

濱田幸典君（海城高等学校）（左）． 高見慧一君（茗渓学園高等学校）（右）．
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◦山元拓実・上田賢輔・河村祐樹・西川　直・福坂智也君（兵
庫県立尼崎小田高等学校）
岡山県黒島海岸調査および海藻とワレカラの関係

◦中村亮祐・林　真大・中奥祐樹君（兵庫県立尼崎小田高等
学校）
形態およびミトコンドリアDNAによるカメノテの系統地
理

◦島袋健太・新垣孝之・仲嶺昴賢・末吉顕己・渡慶次康仁・
吉田柊太・知念幸子君（沖縄県立真

ま

和
わ

志
し

高等学校）
ネズミ化石の研究〜トクノシマトゲネズミと沖縄トゲネズ
ミの骨格を比較して〜

◦林　真大・小田翔平・中奥祐樹・中村亮祐君（兵庫県立尼
崎小田高等学校）
雑種として扱われてきたタンポポの葉緑体DNA解析

兵庫県立尼崎小田高等学校・ワレカラ研究班の表彰．

兵庫県立尼崎小田高等学校・タンポポ研究班の皆さん．兵庫県立尼崎小田高等学校・カメノテ研究班の皆さん．

沖縄県立真和志高等学校の皆さん．

Estimation of paleoenvironment in Kuzu area by Permian minute brachiopods extracted by acidizing limestones

Hayasaka(1926)→6 6
Hayasaka(1933)→10 8 2
Tazawa et al.(2010, 2012, 2013)
→17 18
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高校生ポスター優秀賞受賞ポスター（海城高等学校，濱田幸典君）．
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昨年秋に生形貴男・前編集長より重責を引き継ぎました．
今回が初仕事です．不慣れなため至らない点も多いかと存じ
ますが，会員の皆さまのご意見・ご要望をできるだけ多く取
り入れながら和文誌「化石」の拡充に力を注ぐ所存です．

諸先輩および関係者のこれまでのご努力により，和文誌「化
石」は非常に活性化してきました．今回も編集委員に非常に
強力なスタッフが揃っています．和文誌「化石」の出版は従
来どおり年2回ですが，強力な編集体制を活かして，完成度
の高い原稿は速やかに受理し，なるべく早期に掲載できるよ
う努力して参ります．会員の皆さまのご投稿を心よりお待ち
しております．

（前田晴良）

私は古生物学に親しみと尊敬をもっている者ですが，現在
は陸域・海域の層序学という若干分野が違う研究活動をして
おります．‘プロパー’でないちょっと外からの視点を生かし
て，「化石」が益々発展するように尽力いたします．

（辻野　匠）

「化石」は邦文誌として研究者だけでなく一般の方にまで広
く親しまれている雑誌です．また「化石」から論文デビュー
を果たす学生さんも少なくないと思います．歴史ある学術誌
だということを念頭に置き，より良い出版物になるよう微力
ながらお手伝いできればと思います．

（上松佐知子）

電子ジャーナル配信中

「化石」創刊号以降のコンテンツ（PDFは78号以降）を電
子ジャーナルとして配信中です．電子ジャーナルのホームペー
ジは以下の通りです．

http://wwwsoc.nii.ac.jp/psj5/fossils/Fossils.htm

学会ウェブページの「化石」のページからもリンクが貼ら
れています．出版後1年以内のコンテンツは会員限定で，パ
スワードがかけられています．各論文へのリンクをクリック
するとパスワード入力用のダイアログボックスが現れますの
で，Paleontological Researchの電子ジャーナルのUser ID（パ
スワードの方ではないので注意）と同じ文字列を入力するこ
とでダウンロードできます．是非ご活用ください．

電子投稿受け付け中

現在，「化石」では，電子メールの添付書類での投稿を受け
付けておりますので，積極的にご利用ください．詳しくは，

「化石」投稿規定第2条b項をご覧ください．

会員の皆様からの投稿をお持ちしております．
「化石」編集長　前田晴良

編集委員会より 「化石」編集部からのお知らせ


